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卵子を造ることに何の意義があるのか？
林 克彦
九州大学医学研究院ヒトゲノム幹細胞医学分野
卵子のもつ生物学的・医学的意義は極めて大きく，
全能性の賦与，受精と卵割の制御，ミトコンドリア
の選択的な認識などは卵子特有の現象であり，これ
らの異常は不妊や発生異常，成体における代謝疾患
などの原因となる。我々は数年前より哺乳類の卵子
形成を体外培養系で再構築する試みを続けている。
この試みでは多能性幹細胞から分化誘導した始原生
殖細胞を雌雄それぞれの環境に置くことにより配偶
子を形成させている 1, 2)。近年になって，我々は様々
な条件検討の結果，多能性幹細胞から卵子までのす
べての過程を培養皿上で行う卵子産生培養システム
を構築した 3)。この方法では成体のマウスの尻尾の組
織由来の iPS細胞からも培養皿上で卵子を得ることが
できる。またこれらの卵子産生培養システムで作ら
れた卵子からは健常なマウスが得られる。本講演で
はこの卵子産生培養システムの詳細について講演し，
その問題点や他の動物への応用の可能性について議
論したい。
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